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表紙の「OMOTAN」のロゴマークについて 

「OMOTAN」は、表丹沢の略称であるとともに、「⾯⽩い」や「楽しい」の語感を組み合わせたキャッチフレーズです。 

「M」と「A」を表丹沢の⼭々に⾒⽴て、ブルーは名⽔、グリーンは豊かなみどり、ピンクは桜などの花を表現しています。 
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第 1 章 計画の策定に当たって 

１ 計画策定の趣旨 
本市は、新東名⾼速道路の開通により、⾸都圏などからのアクセスがさらに向上することを

⽣かし、表丹沢に点在する様々な分野の資源を磨き、つなげ、新たに触れる機会を増やすこと
で、⼀層の魅⼒向上を⽬指すため、令和２年（２０２０年）９⽉に「表丹沢魅⼒づくり構想」
を策定しました。 

  構想の具現化を図るためには、構想に掲げた５つの基本⽅針やエリア別⽅向性に加え、市⺠、
関係事業者、関係⾏政機関等のニーズや意向等を踏まえるなど、事業を実施する多くの主体と
ともに、より具体的に実施する事業を検討し、明確にする必要があります。 

こうした背景の下、構想に掲げる表丹沢東エリアの県道７０号沿いを中⼼としたヤビツ峠・
蓑⽑周辺エリアを対象に、魅⼒や課題を踏まえ、具体的な実施事業を明確にするとともに、表
丹沢の豊かな⾃然の保護と利⽤の好循環と、点在する様々な資源の活⽤により、持続可能な地
域を創出するため、本計画を策定しました。 

 

２ 計画の位置付け 
本計画は、「表丹沢魅⼒づくり構想」のアクションプランとして位置付けます。また、「秦

野市総合計画」、「秦野市まち・ひと・しごと創⽣総合戦略」といった上位計画をはじめ、
「秦野市観光振興基本計画」など各種関連計画との整合を図るとともに、丹沢⼤⼭国定公園に
関する施策やＳＤＧｓの理念等を踏まえた具体的な施策を明らかにすることにより、ヤビツ
峠・蓑⽑周辺エリアの課題解決に向けた取組みを推進するものです。 
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また、公的主体である⾏政と⺠間主体である市⺠や関係事業者等の幅広い関係者が、地域の
課題やその解決に向けた施策の⽅向性など、共通のビジョンを共有しながら、総合的に取り組
むことを⽬指します。具体的には、「⾃然や歴史⽂化資源を保全・再⽣し、その魅⼒を来訪者
に体験してもらう取組み」、「来訪者と地域が⻑く結びつくための取組み」、「地域と来訪者
をつなぐ活動体の形成・充実を⽬指す取組み」などについて、それぞれの⽴場から検討するな
ど、公⺠連携による地域づくりを進めるための計画として位置付けます。  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

３ 計画期間 
本計画の期間は、表丹沢魅⼒づくり構想の⾒直し時期に合わせた令和７年度（２０２５年度）
末までとします。なお、施策の進⾏状況や社会情勢の変化などを鑑み、必要に応じて延⻑また
は⾒直しを検討します。 

 

  

 公⺠連携による地域づくりのイメージ 

〇ビジョンの共有 
〇⾃然資源、観光資源の 

保全・活⽤ 
〇滞在コンテンツの充実 
〇滞在環境の魅⼒向上 
〇移動の利便性向上 
〇情報提供の充実・強化 
〇安全性・品質の確保 
〇担い⼿の確保、⼈材育成 
〇受け⼊れ体制の整備 など 

 

＜市⺠・活動団体、⺠間事業者＞ 
〇健康で⽂化的な豊かな暮らし 
〇地域への愛着・誇り 
〇⽣きがいの創出 
〇新たな雇⽤と収⼊機会の創出など 

＜来訪者＞ 
〇精神的な充⾜感・満⾜感 
〇親しみの持てる場所・⼤切にしたい 

場所・第２のふるさとなど 

持
続
的
な
魅
⼒
の
向
上 

令和2年度
（2020）

令和3年度
（2021）

令和4年度
（2022）

令和5年度
（2023）

令和6年度
（2024）

令和7年度
（2025）

令和8年度
（2026）

令和9年度
（2027）

令和10年度
（2028）

令和11年度
（2029）

令和12年度
（2030）

表丹沢魅⼒づくり構想 ※令和７年度に⾒直し

ヤビツ峠・蓑⽑周辺
魅⼒向上計画 必要に応じて延⻑または⾒直しを検討

秦野市総合計画 基本構想

秦野市総合計画 前期基本計画 秦野市総合計画 後期基本計画
上
位
計
画

本
計
画
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４ 計画の対象エリア 
「表丹沢魅⼒づくり構想」では、様々な資源が点在する表丹沢においてエリアごとの特性に

基づいた活動を創出するため、本市における表丹沢のエリアを「エリア１：表丹沢⻄」、「エ
リア２：表丹沢中央」、「エリア 3：表丹沢東」と分類しています。 

本計画は、特に「エリア３：表丹沢東」の県道７０号沿いを中⼼としたヤビツ峠・蓑⽑周辺
を対象エリア（以下、「本エリア」）とします。 

また、本計画は、ヤビツ峠・蓑⽑周辺を対象エリアとしますが、本市の新たな⽞関⼝となる
新東名⾼速道路秦野丹沢スマートＩＣ 周辺や⼩⽥急線秦野駅などを中⼼とした市街地、隣接
する市町村などとも連携を図りながら推進していきます。 

 

■対象エリア 
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第 2 章 ヤビツ峠・蓑⽑周辺の概要 

１ ヤビツ峠・蓑⽑周辺の特徴 
本エリアの資源や特徴などについて、次のとおり整理します。 
 

■主な資源マップ 
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(1) 都⼼から訪れやすい⽴地 

本エリアは、東京都内や横浜などの⼈⼝が多い都⼼からのアクセスに優れています。 
公共交通機関を使⽤する場合は、秦野駅までは、⼩⽥急⼩⽥原線「新宿駅」から約 1 時

間、相鉄本線「横浜駅」から約５０分、⼩⽥急⼩⽥原線「⼩⽥原駅」から約２０分、また、
秦野駅から蓑⽑までは約２５分、ヤビツ峠までは約５０分でアクセスが可能です。 

⾃家⽤⾞を使⽤する場合は、東名⾼速道路秦野中井ＩＣまでは、東京ＩＣから約４０分、
横浜町⽥ＩＣからは約３０分、また、秦野中井ＩＣから蓑⽑までは約２０分、ヤビツ峠ま
では約４０分でアクセスが可能です。 

さらに、令和４年（２０２２年）４⽉に開通した新東名⾼速道路秦野丹沢スマートＩＣ
からも蓑⽑までは約２０分、ヤビツ峠までは約４０分で訪れることができます。 

 
■秦野市の位置 
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(2) 豊かな⾃然環境 

ア 多様な⽴地環境が⽣み出す⼤⾃然と⾥地⾥⼭ 

本エリアは、そのほとんどが丹沢⼤⼭国定公園に指定さ
れており、標⾼がそれほど⾼くなくても急峻な地形のため
多様な⽴地環境を有しています。そのため、都⼼から訪れ
やすい⽴地にありながら、豊かな⾃然環境が残っており、
ニホンジカやカモシカなどの⼤型哺乳類のほか、オオルリ
などの夏⿃やクマタカなどの猛禽類も棲息するなど、多く
の⽣き物が命を育んでいます。 

エリアの南側の蓑⽑周辺は、丹沢から続く森林や農地、
⾦⽬川などを背景とした⾥地⾥⼭が広がっています。 

これらの豊かな⾃然環境を次の世代に引き継ぐため、市
⺠や活動団体、⺠間事業者、⾏政など多くの⼈たちの協働
により、多様な⽣命を育む森林の再⽣のための植樹活動
や、耕作放棄地を活⽤した⽥植え体験など、⾃然や⾥地⾥
⼭を保全・再⽣する取組みが進められています。 

 

イ 市⺠⾃慢の地域資源「秦野名⽔※8」 

表丹沢の森林が育んだ地下⽔は、微⽣物やミネラルの働きで、時間をかけてきれいで
おいしい⽔となり、市内の各所から湧き出ています。豊富で良質な湧⽔は、「秦野盆地
湧⽔群」として昭和の名⽔百選に選ばれ、平成２８年（２０１６年）に環境省が⾏った
「名⽔百選選抜総選挙」では、「おいしさが素晴らしい名⽔部⾨」において、ボトルド
ウォーター「おいしい秦野の⽔〜丹沢の雫〜」が全国第１位に輝きました。 

本エリアでは、「春嶽湧⽔」や「護摩屋敷の⽔」が代表的なものとなっているほか、
⺠間施設でも湧⽔を楽しむことができ、登⼭客やハイカー
などに親しまれています。 

このように市⺠⾃慢の地域資源である「秦野名⽔」は、
市⺠⽣活を⽀える⽔道⽔源であり、また、名⽔に直接触
れ、親しむことができる「ＯＭＯＴＡＮ名⽔スポット※9」
は、観光資源としての役割も注⽬されています。 
 

 
※8   秦野名⽔：秦野市域に存在する地下⽔を⽔源とする⽔の呼称で、市⺠共有の財産として先⼈達から受け継いできた誇りと名⽔百選の地としての

⽔の価値をわかりやすく表現したもの。 
※9   ＯＭＯＴＡＮ名⽔スポット：表丹沢エリア内にある、名⽔ゆかりの「湧⽔地」「せせらぎ」「⽔汲み場」等の総称。他にも「髭僧の滝」「⻯神

の泉」「葛葉の泉」「⿊⻯の滝」などがある。 

護摩屋敷の⽔ 

菩提峠での植樹活動 

オオルリ（提供：はだの野⿃の会） 



- 13 - 

 

ウ ⼤パノラマの雄⼤な眺望と⾃然豊かな美しい景観 

本エリアには、三ノ塔や⼤⼭などの１２００ｍ級の⼭々のほか、菜の花台園地や菩提
峠など、眺望に優れた場所が多くあり、東には広⼤な関東平野、南⾯眼下には太平洋、
⻄には富⼠⼭と⼤パノラマの雄⼤な景⾊を望むことができます。特に菜の花台園地から
の朝⽇や⼣焼け、夜景は美しく、多くの観光客が訪れています。 

また、ミツマタの群⽣地や⽇本三⼤桜の⼀つである淡墨桜な
どの桜、宝蓮寺周辺や緑⽔庵などの紅葉のほか、かながわの美
林５０選に選ばれる「諸⼾⼭林のスギ・ヒノキ林」や「⿓⼝⼊
のスギ林と⾃然観察の森」な
ど、⾃然豊かな美しい景観を
楽しむことができます。 

 
 

 

 

(3) 多様なアクティビティ※10 

ア 南関東有数の登⼭スポット 

丹沢は、登⼭初級者から上級者まで対応した様々な登⼭が楽しめ、登⼭⼝へのアクセ
スが⽐較的優れています。そのため、南関東有数の登⼭スポットとして、東京や横浜等
の⾸都圏から毎年多くの登⼭客が訪れており、ヤビツ峠と蓑⽑はその登⼭⼝になってい
ます。 

ヤビツ峠からの代表的な登⼭コースとして、塔ノ岳までの表尾根の展望を満喫しなが
ら本格的な登⼭が楽しめる「表尾根縦⾛コース」やハイキング気分で散策できる「岳ノ
台コース」があります。また、⼤⼭へ続く「⼤⼭コース」は、蓑⽑とヤビツ峠の両⽅の
登⼭⼝から登ることができます。 

ヤビツ峠には、その活動拠点及び情報発信拠点と
して、昭和３０年代前半から親しまれている「丹沢
ホーム売店」と令和３年（２０２１年）３⽉にオー
プンした「ヤビツ峠レストハウス」があり、登⼭者
やサイクリストが丹沢の⾃然環境やアクティビティ
について理解を深める場としても利⽤されていま
す。また、近年は、トレイルランニングや沢登りを
楽しむ⼈も増えています。 

 
※10   アクティビティ：「活動」や「活気」という意味の英単語。特に観光地等での様々な遊びや体験についていう。 

ヤビツ峠レストハウス 

菜の花台園地 淡墨桜と菜の花 
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イ ヤビツ峠のヒルクライム※11 

国道２４６号からヤビツ峠をつなぐ県道７０号はその急峻な地形から、ロードバイク
等の⾃転⾞で坂を上るスポーツであるヒルクライムの名所として、多くのサイクリスト
で賑わっています。 
平成３０年（２０１８年）には、県道７０号や桜沢林道等を活⽤した競技イベントの
コースとして、利⽤されています。 

また、令和４年（２０２２年）からは、⽻根林道をコースの⼀部としたヒルクライム
教室等のイベントや、サイク
リストによる県道７０号の清
掃活動が定期的に開催される
など、安全⾯と環境に配慮し
たサイクリング⽂化が醸成さ
れつつあります。 

 

 

 

 

ウ 豊かな⾃然や歴史⽂化等を⽣かした森林セラピー 

本市は、令和２年（２０２０年）４⽉に、市全域が「はだの表丹沢森林セラピー基地」
として、また、５つのコースが「森林セラピーロード」として、ＮＰＯ法⼈森林セラピ
ーソサエティから認定されました。 

本エリアには、緑⽔庵から春嶽湧⽔付近まで続く「蓑⽑・春嶽湧⽔コース」がありま
す。コース上には、美しい⾥地⾥⼭の⾵景や⼤⽇堂などをはじめとする歴史⽂化資源が
点在しており、さらに北側には、春岳沢の清流と針葉
樹の森が広がるなど、これらを五感で感じながら、ゆ
ったり散策することで、⼼⾝のリフレッシュ効果が期
待できます。 

また、森林セラピーガイドの案内によるイベントも
⾏われており、森林でのハンモックやヨガ、アロマオ
イルの抽出などの体験も提供されています。 

 

 
  

 
※11   ヒルクライム：峠や⼭道の決められたコースを、ロードバイクを中⼼としたスポーツバイクで登る競技もしくは乗り⽅のこと。 

ヤビツ峠 ヒルクライム教室（⽻根林道） 

県道７０号の清掃活動 

森林セラピー 
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エ 蓑⽑周辺のハイキングコースと⼤⼭道 

蓑⽑周辺には、蓑⽑バス停を出発地として、伊勢原市の⽇向薬師⽅⾯に進む「関東ふ
れあいの道（⼤⼭参り蓑⽑のみち）」や、緑⽔庵を出発地として髭僧の滝等を⽬指す
「てくてくウォークｉｎ蓑⽑」といったハイキングコースが整備されています。また、
江⼾時代に⼤⼭への参詣者が歩いた古道である⼤⼭道も残っており、ウォーキングや登
⼭を通じて周辺エリアの⽂化や⾃然を楽しむことができます。 

 
 
 
 
 
 
 

オ 地域資源を活⽤したイベント等の開催 

本エリアでは、植樹や間伐等の森林整備体験や⼦どもを対象にした環境学習、野菜づ
くりなどの農業体験といったイベントが開催されています。これらの体験を通じて、⾃
然環境や⾷に関わる学びを深めることができます。 

また、淡墨桜や緑⽔庵の紅葉のライトアップ、⼭々やハイキングコースを回るスタン
プラリー、宝蓮寺や⼤⽇堂などの歴史⽂化資源を活⽤した座禅体験や仏像の拝観、閻魔
詣など、市⺠や活動団体、⺠間事業者等により、様々なイベントが開催されています。 

 

 

 

 

 

 

 

カ ⺠間施設のアウトドア体験 

本エリアの⺠間施設である「⻘⼭荘」や「ボスコオートキャンプベース」、「みのげ
マス釣りセンター」などでは、キャンプやバーベキュー、渓流釣り、森の中での⾳楽イ
ベントなど、豊かな⾃然を⽣かしたアウトドア体験などを楽しむことができます。また、
令和５年（２０２３年）1 ⽉には、イチゴ狩りなどが楽しめる「蓑⽑ベリー園」もオー
プンしており、体験の幅が広がっています。⽥原ふるさと公園などのエリア周辺や市街
地等の施設、近隣市町村との連携などにより、回遊性の向上や滞在時間の延⻑を図り、
地域の活性化につなげることが期待されます。 

森の学校 
（出典：NPO法⼈丹沢⾃然保護協会ホームページより） 

「てくてくウォークｉｎ 蓑⽑」のコースに 
ある桜ともみじのワクワク広場付近 

「⼤⼭参り蓑⽑みち」のコースにある 
常夜灯（右に⾏くと⼤⼭⽅⾯） 

⽥植え体験 
（出典： ⼩⽥急電鉄（株）ホームページより） 
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(4) 歴史⽂化資源の存在 

ア ⽂化財 

⼤⼭の登⼭⼝にあり⼭岳信仰の拠点としての歴史がある蓑⽑周辺には、国の登録有形
⽂化財である「蓑⽑⼤⽇堂（他 3 棟）」や、県指定重要⽂化財である「⽊造⼤⽇如来坐
像」と市指定重要⽂化財である４体の如来から構成される「⽊造五智如来坐像」の他、
市指定重要⽂化財である「⽊造聖観⾳菩薩⽴像」、「⽊造⼆王⽴像」、「⽊造⼗王像」
など、多くの⽂化財が存在します。 

また、国登録有形⽂化財である「旧芦川家住宅主屋（緑⽔庵）」は、昭和５年    
（１９３０年）に今泉に建築された葉たばこ農家の典型的住宅を移築したもので、⽵の
産地であった秦野らしく割⽵を張った壁が特徴です。⾃然観察の森の展⽰・学習施設と
して市⺠に親しまれ、蓑⽑地区の⼭村⾵景とよく調和しています。 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

イ ⼤⼭詣りと御師
お し

※12の⾥ 

蓑⽑から⼤⼭へ向かっていく道は、蓑⽑道と呼
ばれ、蓑⽑⼤⽇堂に遺された仏像から、その歴史
は平安時代に遡ると考えられます。江⼾時代に
は、庶⺠の間で⼤⼭信仰と娯楽を兼ねた⼤⼭詣り
の⼈々で賑わいました。また、その麓のまちであ
る蓑⽑は、⼤⼭に参詣する⼈々を案内し、宿泊さ
せる御師

お し
の集落として発展してきました。現在で

も当時の道標や⿃居等が残っており、当時の様⼦
を偲ばせるものとなっています。 

 
 

 
※12   御師：神社に属し、参詣者の案内や宿泊を業とした者。⼤⼭中⼼に信仰を布教し、⺠家は宿も兼ねていた。 

⼩蓑⽑の⿃居 

蓑⽑⼤⽇堂 緑⽔庵 
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２ ヤビツ峠・蓑⽑周辺を取り巻く環境と課題 

(1) 社会潮流 

ア 新型コロナウイルス感染症の影響 

令和２年（２０２０年）以降に本格化した新型コロナウイルス感染症の流⾏により、
不要不急の移動の⾃粛や３密（密閉、密集、密接）環境の回避が求められ、⽇常⽣活や
経済活動を⼤きく制限することになりました。しかし、令和４年（２０２２年）以降は
これらの制限が段階的に緩和され、徐々に以前の状態に戻りつつあります。 

⼀⽅で、感染対策と⽇常⽣活や経済活動を両⽴させるものとして、業務⾯では対⾯を
回避できるテレワークやワーケーション※13の増加、また、⽣活⾯ではキャンプなどの屋
外レジャーやアクティビティ、都会と地⽅を⾏き来しながら暮らす⼆拠点居住、⾃宅か
ら１時間から２時間の近距離の範囲を旅⾏するマイクロツーリズムなどが注⽬され、現
在も社会に⼀定の定着がみられます。 

本エリアは、表丹沢の⾃然環境が代表的資源となっており、キャンプ場などの施設が
整備されていることに加え、東京や横浜などの都⼼からのアクセスも良好であるため、
屋外での活動を基本とするなど感染リスクを低下させる形で、他地域を訪問するという
社会のニーズに合致する地域特性があると考えられます。 

 
■キャンプ場利⽤率とキャンプ場平均稼働率の推移 

 

  

 
※13   ワーケーション：work（仕事）とvacation（休暇）を組み合わせた造語。テレワーク等を活⽤し、リゾート地や温泉地、国⽴公園等、普段の職

場とは異なる場所で余暇を楽しみつつ仕事を⾏うこと。休暇主体と仕事主体の２つのパターンがある。 

出典︓観光庁 令和４年（２０２２年） 「旅⾏・観光消費動向調査」及び⽇本オートキャンプ協会「オートキャンプ⽩書２０２２」より作成 
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また、ワーケーションは休暇を中⼼とする休暇型と業務を中⼼とする業務型に分類さ
れますが、特に仕事をメインとする業務型ワーケーション※14については、経団連が企業
向けに導⼊ガイド（企業向けワーケーション導⼊ガイド−場所にとらわれない働き⽅の
最⼤活⽤−）を作成するなど、注⽬を集めています。都市部からのアクセスに優れる本
エリアにとって、今後ワーケーションの前提となるテレワーク環境の整備や業務型ワー
ケーションに適した研修プログラム等を造成することで、その利⽤増加が期待されます。 

 

イ コト消費・トキ消費の市場拡⼤ 

平成２９年（２０１７年）版消費者⽩書は、近年において購⼊したモノやサービスを
使ってどのような経験・体験をするかという「コト消費」に、消費者の関⼼が置かれる
ようになっていることを指摘しています。その背景の⼀つとして、情報化の進展により
デジタル化されたコンテンツが、複製によって容易に⼊⼿可能になったことによるモノ
を所有することの意義の低下、デジタル化されていない情報やコンテンツの価値の相対
的な⾼まりがあります。 

また、令和４年（２０２２年）版では、その時、その場所でしか体験できない「トキ
消費」への注⽬の⾼まりが指摘されており、体験を通じて、感動を他の参加者と共有す
ることや、⾃らも参加者として盛り上がりに寄与し⼀体感を得ることが、消費者に求め
られると考えられます。 

このような関⼼を持つ消費者に対して、本エリアの⾃然環境や歴史⽂化資源などを⽣
かした体験を提供することが求められます。 

 

ウ ウェルビーイング・ヘルスツーリズムの需要の⾼まり 

近年、持続的な幸せを求めるウェルビーイングへの志向が⾼まっています。ウェルビ
ーイングは、昭和２２年（１９４７年）にＷＨＯ憲章において「⾝体的、精神的、社会
的に良好な状態」を⽰す概念として⽤いられたもので、現在では、⼀時的ではない持続
的な幸せを⽰す概念として理解されています。 

こうしたウェルビーイングへの志向は、観光分野でも注⽬されています。観光庁は、
「⾃然豊かな地域を訪れ、そこにある⾃然、温泉や⾝体に優しい料理を味わい、⼼⾝と
もに癒され、健康を回復・増進・保持するもの」といったウェルネス※15を求める旅⾏形
態をヘルスツーリズムと定義し、推進しています。 

本エリアでも、⾃然や歴史⽂化等の地域資源を⽣かした多様な体験を通じて、⼈々の
ウェルビーイングを実現することが期待されます。 

  

 
※14   業務型ワーケーション：地域関係者との交流を通じて、地域課題の解決策を共に考える「課題解決型」、場所を変え、職場のメンバーと議論を

交わす「合宿型」、サテライトオフィスやシェアオフィスで勤務する「サテライトオフィス型」の３タイプに細分化される。 
※15   ウェルネス：世界保健機関（ＷＨＯ）が国際的に提⽰した、「健康」の定義をより踏み込んで、広範囲な視点から⾒た健康観を意味する、より
良く⽣きようとする⽣活態度のこと。輝くように⽣き⽣きしている状態。 
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エ 環境再⽣（リジェネラティブ）に対する意識の⾼まり 

近年、環境への負荷を軽減し、維持を⽬指すサステナビリティの考えが広がっていま
す。企業の評価においても、ＥＳＧ（環境・社会・企業統治）の観点で配慮ができてい
るかが重要であると考えられており、サステナビリティの考えに基づいて事業に取り組
む企業が増えています。 

また、より踏み込んだ考えとして、環境を取り巻く根本的な課題を解消しながら、環
境の再⽣や改善を⽬指すリジェネラティブの考えが、国内外で注⽬されており、旅によ
る環境や地域への影響を考慮し、より環境に良い旅を選択する旅⾏者も増えています。 

これまでの丹沢⼤⼭国定公園や⾥地⾥⼭、歴史⽂化資源の保全・再⽣の取組みを発展
させながら、環境をより良くする滞在のスタイルに対応することが求められます。 

 

オ 新東名⾼速道路の全線開通 

海⽼名市の海⽼名南ジャンクションから愛知県豊⽥市の豊⽥東ジャンクション間をつ
なぐ新東名⾼速道路は、令和４年（２０２２年）４⽉に秦野区間が開通し、市内には、
秦野丹沢スマートＩＣと新秦野ＩＣの２つのイ
ンターチェンジが設置されました。 

また、令和９年度（２０２７年度）には、新
東名⾼速道路の全線開通が予定されており、⾸
都圏に加え、圏央道の利⽤による北関東⽅⾯は
もとより、中部、関⻄⽅⾯などからの交通利便
性が⾶躍的に向上することから、産業振興や観
光振興等の地域活性化が期待されます。 

 

カ 国⽴・国定公園の魅⼒向上に向けた国の動向 

本エリアは、⼤部分が丹沢⼤⼭国定公園に指定されており、これまでも⾃然の保護を
⼤切にしながら、多くの来訪者の観光・休養となるような利⽤が進められてきました。
また、新型コロナウイルス感染症の流⾏以降、⾃然や健康への関⼼の⾼まりにより、国
⽴・国定公園の価値が改めて⾒直されています。国においては、国⽴・国定公園の⾃然
の価値を⽣かし、地域活性化に資する滞在型の⾃然観光を推進することを⽬的に、⾃然
公園法の⼀部を改正する法律が令和３年（２０２１年）５⽉に公布されました。 

今回の改正では、⾃然体験活動促進計画制度及び利⽤拠点整備改善計画制度が新設さ
れ、市町村やガイド事業者等による協議会が計画を作成し、環境⼤⾂・都道府県知事の
認定を受けた場合、特例により⼿続きが簡素化されます。これにより、魅⼒的な⾃然体
験アクティビティの開発や提供、ルール化等の促進や滞在環境の整備につながり、国
⽴・国定公園の「保護と利⽤の好循環（⾃然を保護しつつ活⽤することで地域の資源と
しての価値を向上）」を実現し、地域の活性化にも貢献していくことが期待されていま
す。 

秦野区間が開通した新東名⾼速道路 
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(2) 本市の観光動向 

ア 観光⼊込客数の推移 

本市の観光⼊込客数は、平成２３年（２０１１年）時点では約１８４万⼈となってい
ましたが、平成３０年（２０１８年）以降は、「ゴルフ場」、「商業施設」、「温浴施
設等」も集計対象に追加されたことから急増し、令和元年（２０１９年）にはピークと
なる約４４７万⼈まで増加しました。令和２年（２０２０年）は新型コロナウイルス感
染症の世界的な蔓延を受けて減少していますが、令和３年（２０２１年）には約３６６
万⼈まで回復しています。令和２年（２０２０年）以降は、新型コロナウイルス感染症
の影響でイベントの中⽌が相次ぎ、イベント合計の値が⼤幅に減少しました。 

 

 

    ■秦野市における観光⼊込客数の推移（1 万⼈未満四捨五⼊のため、合計の数字と内訳の計が⼀致
しない場合があります。） 
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イ 観光消費額の推移 

本市の観光消費額は、平成２３年（２０１１年）に約８．４億円となっていましたが、
平成３０年（２０１８年）以降は、「ゴルフ場」、「商業施設」、「温浴施設等」も集
計対象に追加されたことから急増し、ピークを迎えた令和元年（２０１９年）には約 
５９．2億円となりました。直近の令和３年（２０２１年）は約５２．1億円となってい
ます。 

⼀⼈当たり消費額も観光消費額とほぼ同様の傾向がみられ、平成２３年（２０１１年）
時点では４５５円でしたが、平成３０年（２０１８年）以降に同様の理由で急増し、令
和３年（２０２１年）には過去１１年間で最⾼となる１，４２２円となっています。 

 
 

■秦野市における観光消費額の推移（観光消費額は千万円未満四捨五⼊） 
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ウ 都市部からのニーズ 

本市が都市部からのニーズを図ることを⽬的に、東京と神奈川在住者における本市の
来訪経験層と来訪潜在層を対象に⾏ったアンケート調査によれば、来訪経験層のうち、
東京在住者は約８０%、神奈川在住者は約７５%が本市に「ぜひ⾏きたい」、「まあ⾏
きたい」と回答するなど⼀定程度の再訪意欲がうかがえます。来訪潜在層については、
東京２３区、東京２３区外、神奈川県の回答者それぞれの約６５%程度が、「ぜひ⾏き
たい」、「まあ⾏きたい」と回答しています。 
来訪経験層と来訪潜在層の興味のあるアクティビティをみると、いずれも「ウォーキ

ング」や「寺社仏閣巡り」、「緑道の散歩、ランニング」、「町の歴史・⽂化訪問」、
「森林浴、森林セラピー」などが上位となっています。また、「登⼭、ハイキング、ト
レッキング」については、特に来訪経験層の回答が多くなっています。 

アウトドアや⾃然体験等のお出かけで重視することについては、来訪経験層と来訪潜
在層のいずれも、「リフレッシュできる」、「ゆっくりと過ごすことができる」、「地
域の⾷（グルメ）を楽しめる」などの保養・休養を重視した選択肢や、「トイレや⽔洗
い場がきれいである」といった快適な滞在環境に関わる選択肢の回答が多くなっていま
す。 

本エリアの地域資源を⽣かして、都市部のニーズに合う体験やサービスを提供するこ
とや、快適な滞在環境を整備することで、本エリアへの来訪を促し、来訪者の満⾜度の
向上に寄与できると考えられます。 

 
 ■調査の実施⽅法 

 
①  調査⽅法 調査パネルに対するインターネット調査 
②  調査対象 東京都、神奈川県在住の２０歳から６９歳までの男⼥（個⼈） 
③  抽出⽅法 調査機関登録モニターより確率抽出 
④  対象者数 （来訪経験層）３４０名（来訪潜在層（⾮来訪））２，７００名 
⑤  調査期間 令和４年（２０２２年）９⽉２２⽇から同⽉２８⽇まで 
⑥  調査機関 株式会社インテージリサーチ 

   

■秦野市への来訪経験層及び来訪潜在層の秦野市への来訪意向 
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   ■秦野市への来訪経験層及び来訪潜在層の興味関⼼（関⼼のあるアクティビティ） 

 
 

■秦野市への来訪経験層及び来訪潜在層の興味関⼼（アウトドアや⾃然体験等のお出かけで重視すること） 
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(3) ヤビツ峠・蓑⽑周辺の課題 

ア ヤビツ峠・蓑⽑らしい体験コンテンツや特産品の磨き上げ 

本エリアでは、登⼭やサイクリング、トレイルランニングなど、表丹沢の豊かな⾃然
を活⽤したアクティビティを体験できますが、通過型のものが多いため、ヤビツ峠・蓑
⽑周辺の滞在を増やしてもらう新たなアクティビティや仕組みが必要です。 

また、豊かな森林が育む秦野名⽔、葉たばこの輪作として盛んに栽培された落花⽣な
ど、質の⾼い観光資源があります。しかし、現状ではそれらの質の⾼さが必ずしもヤビ
ツ峠・蓑⽑らしさを表す商品として有効活⽤できていません。 

今後、ヤビツ峠や蓑⽑という地名に強固に結びつく商品を新たに開発することや、既
存のアクティビティや特産品にストーリーを付与するなどの活⽤⽅策を通じて、ヤビツ
峠・蓑⽑ならではの体験コンテンツや商品の開発を検討する必要があります。 

 

イ 新たな体験拠点、既存拠点の整備・充実 

本エリアには、様々な体験コンテンツの情報を集約的に提供する拠点や、来訪者の滞
留場所や⽴ち寄り場所、宿泊施設など、体験コンテンツを⽣かすための滞在拠点が不⾜
しており、エリア内の他地点への訪問につながらない等の課題があります。体験コンテ
ンツへの参加を促すためにも、拠点施設の整備や充実が必要です。 

また、トイレの⽼朽化などの課題もあり、快適な環境の実現が求められています。 
さらに、空き家や耕作放棄地が増加しており、遊休資産の活⽤が課題となっているほ

か、⾥⼭林の荒廃を背景に発⽣している農地等での⿃獣被害防⽌のため、防除対策や⿃
獣の棲み場となる藪や⽵林を解消する活動も求められています。 

 

ウ 交通環境の改善、回遊性の向上 

秦野駅からヤビツ峠までは路線バスが主要な⼆次交通※16の⼿段となっており、需要の
ピーク時には臨時便を増発するなどの対応をしていますが、個別の移動需要には応えら
れないのが現状です。また、復路においては、下⼭時刻が個々に異なってくることから、
その傾向は顕著となっています。そのため、秦野駅とは別エリアに移動するという⾏動
が常態化しており、エリア内の回遊性の低下と消費額の減少が危惧されます。 

⾃家⽤⾞でのアクセスは、ヤビツ峠の駐⾞可能台数が少ないことに加え、早朝に登⼭
者の利⽤で埋まることが多く、登⼭⽬的以外の利⽤者の訪問を難しくしています。 

また、県道７０号は道幅が狭く、近年では、多くのサイクリストやトレイルランナー
に利⽤されていることに加え、道路脇の草⽊のせり出しなどにより、通⾏の安全に課題
がある状況です。 

 
※16   ⼆次交通：拠点となる空港や鉄道駅から、観光等の⽬的地まで⾏くための交通⼿段のことを指す。 



- 25 - 

 

魅⼒向上を図るに当たり、上記のような⼆次交通の改善に伴う回遊性の向上や、安全
安⼼で快適な道路環境の充実を図っていくことが重要です。 

 

エ 担い⼿や後継者の育成、団体間の連携不⾜ 

本エリアでは、従来から⾃然や歴史⽂化等に関する様々な団体が活発に活動を⾏って
おり、それらの主体が来訪者に提供する体験やアクティビティは、当地の魅⼒の⼀つで
す。⼀⽅で、個々の団体は単独で活動することが多く、必ずしも団体間の連携や協⼒が
効果的に⾏われていない状況です。今後は、各団体で横断的に協⼒する体制や仕組みを
構築し、密に情報交換することで、時宜に応じた取組みや個々に提供するコンテンツの
磨き上げ等につなげていくことが望まれます。 

また、少⼦⾼齢化や若者世代の都市部への転出傾向等を背景に、本エリアで活動する
団体のメンバーの⾼齢化が進んでおり、後継者の確保・育成が急務となっています。し
かし、若い担い⼿の不⾜や募集⼿段に課題があり、今後は⼈材確保と育成に向けた⽅策
を情報発信の⽅法も含めて検討する必要があります。 

 

オ 情報の充実と発信強化 

地域の住⺠や事業者であっても必ずしも地域の観光情報を把握していない状況が⾒受
けられることから、情報をどのように把握・整理し、発信していくかを検討していく必
要があります。また、近隣市町村や周辺の関連施設などとの連携を図り、広域的な情報
発信に取り組むことも重要です。さらに、来訪者のニーズを満たす観光商品の開発と合
わせた戦略的な情報発信を検討していく必要があります。 

また、⼀部のマナーの悪い来訪者の⾏動は、地域住⺠や来訪者、エリアの環境や安全
を脅かしかねません。そのため、貴重な⾃然を守り、地域住⺠と来訪者が良好な関係を
築いていくためのマナーや安全登⼭の⼼得などについて、効果的な情報発信を継続して
実施することが重要です。 
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第３章 ヤビツ峠・蓑⽑周辺魅⼒向上計画 

１ ヤビツ峠・蓑⽑周辺の理想の姿 
本計画は、第1 章で⽰した「計画の位置付け」のとおり、公的主体である⾏政と⺠間主体で

ある市⺠や活動団体、⺠間事業者等の幅広い関係者が地域の課題やその解決に向けた施策の⽅
向性など、共通のビジョンを共有しながら、公⺠連携による地域づくりを進めることを⽬指し
ています。 

そこで、本計画の策定に当たり、⾏政、地域住⺠、地域関係事業者参加型のワークショップ
を⾏いました。このワークショップでは、本エリアの資源や⼈材を活⽤することで、来訪者や
地域に提供できる価値や体験、そして将来の本エリアの理想の姿に関する意⾒やアイデアを出
し合いました。 

 

●ワークショップ実施概要 

第 1回「物語を作ろう」 
⽇ 時：令和４年１０⽉２４⽇（⽉）９時〜１２時 
場 所：秦野市役所講堂 
参加者：２０名 
内 容：ヤビツ峠・蓑⽑周辺エリアに訪れ、地域の資源や⼈材と触れることで主⼈公も地域 

も幸せになる物語を考える 
  

第 2回「具体的な滞在プランを考えよう」 
⽇ 時：令和４年１１⽉１７⽇（⽊）９時〜１２時 
会 場：秦野市役所議会第 1 会議室 
参加者：２０名 
内 容：第 1回で作成した物語のテーマやキーワードを踏まえて、具体的な滞在プランを考 

える 
 

第３回「ヤビツ峠・蓑⽑周辺の理想の姿を考えよう」 
⽇ 時：令和４年１２⽉２２⽇（⽊）９時〜１２時 
会 場：秦野市役所教育庁舎⼤会議室 
参加者：１８名 
内 容：⾃分たちにとって、ヤビツ峠・蓑⽑周辺が将来どのような地域になっていることが 

理想の姿かを考える 
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(1) ヤビツ峠・蓑⽑周辺が提供できる価値・体験 

第１回・第２回のワークショップでは、４つの班に分かれて物語と滞在プランづくりを
⾏い、本エリアではどのような⼈々にどのような価値・体験を提供できる、もしくは今後
提供していきたいか、意⾒とアイデアを出し合いました。 

 

  

 
※17   サイクルトレイン：⾃転⾞を鉄道⾞両内に、解体せずに持ち込むことができるサービスのこと。 

主⼈公①とニーズ 都内在住の⼥性／癒しを求めて友⼈と⼥⼦旅 
物語で体験すること 座禅・瞑想／ヨガ／森林セラピー／岳ノ台から

の眺望／カフェ／ＢＢＱ／地場野菜を活⽤した
料理体験／温泉／焚き⽕ 

活⽤する地域資源 ⾃然／名⽔／ヤビツ峠レストハウス／⻘⼭荘／
ＢＯＳＣＯ／緑⽔庵／表丹沢野外活動センター
／宝蓮寺・⼤⽇堂／岳ノ台 

必要なコト・モノ 周遊できる交通⼿段の整備／⼟産品の開発 
提供する価値 ⼼⾝の癒し／⾃分を⾒つめ直す時間／地域との

交流 

主⼈公②とニーズ ２０代男性／仲間づくりや異業種交流、仲間と
の関係づくり 

物語で体験すること ⼿ぶらでキャンプ／サイクリング（Ｅ−ｂｉｋｅ）
／ＢＢＱ／キャンプファイヤー／焚き⽕／写真
撮影／夜の暗闇体験／菩提峠や菜の花台からの
眺望／ハイキング 

活⽤する地域資源 地場⾷材／⻘⼭荘／⾃然／名⽔／菩提峠／菜の
花台／ヤビツ峠レストハウス 

必要なコト・モノ レンタサイクル／サイクルトレイン※17／着替え
スペース 

提供する価値 仲間との体験・時間の共有／⾃分を⾒つめ直す
時間／異業種交流／地域との交流／リフレッシ
ュ 
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主⼈公③とニーズ ⼥⼦学⽣／地域での学び、⽣きる⼒の獲得 
物語で体験すること 歴史学習／薪割り／ヨガ／⾷材を⾃分で採って

料理して⾷べる体験／ＢＢＱ／⺠泊／キャンプ 
活⽤する地域資源 宝蓮寺・⼤⽇堂／空き家／耕作放棄地／放置⽵

林／ヤビツ峠レストハウス 
必要なコト・モノ 地域マップの作成／宿泊施設の整備 
提供する価値 地域との交流や共創／地域課題の解決／若い世

代の学習や挑戦の場／⽣きる⼒の獲得 

主⼈公④とニーズ 都内在住・勤務の⽗／親も⼦供も楽しめる体験 
物語で体験すること 髭僧の滝までのハイキング／春岳沢登り／森林

セラピー／果物狩り／地場⾷材の料理／星空観
察／朝⽇を⾒る／座禅／精進料理／⼤⽇堂⾒学
／蕎⻨打ち体験／農業体験 

活⽤する地域資源 宝蓮寺・⼤⽇堂／髭僧の滝／春嶽湧⽔／緑⽔庵
／⾃然／菜の花台／ヤビツ峠レストハウス 

必要なコト・モノ 地域⼈材の発掘／宿泊施設の整備 
提供する価値 親⼦の関係づくり／リフレッシュ／どの世代も

楽しめる体験 

第１回・第２回ワークショップのまとめ 

計２回のワークショップの結果から、本エリアは、豊かな⾃然や歴史⽂化資源
を⽣かして、誰でも気軽に楽しめる体験から、本格的なアウトドアアクティビテ
ィまで様々な体験を提供できる場所であり、多様なターゲットのニーズに応える
ことが期待されています。これらの体験が提供する価値には、癒しや⾃分を⾒つ
め直すというような「精神」的健康と、サイクリングや登⼭等の運動をする「⾝
体」的健康、そして、地域や仲間等との交流や共創を通じて社会とつながりを感
じる「社会」的健康があり、本エリアは、地域資源を⽣かした「ウェルビーイン
グを実現できる場所」としての魅⼒の向上を図ることが望まれていると考えられ
ます。 

また、耕作放棄地や放置⽵林、空き家等は地域の課題であると考えられている
⼀⽅で、体験コンテンツや特産品の開発に活⽤できる資源として期待されていま
す。 
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(2) ヤビツ峠・蓑⽑周辺の理想の姿 

第３回のワークショップでは、将来どのような地域になっていることが理想の姿である
かを考えました。ワークショップで出た意⾒を⼤別すると、以下の４つに区分されます。 

 

  

 
※18   ホスピタリティ：深いおもいやり、やさしさ、おもてなしのこと。狭い意味では、主に接客や接遇の場⾯で⾏われるものを指すが、広い意味で

は、⼈と⼈だけにとどまらず、⾃然や社会などの関わりも含まれる。 

地域資源の再
⽣と活⽤ 

・ 本エリアの⾃然や歴史⽂化を守り、次世代に残していく 
・ 環境整備や清掃を⾏い、⽇本⼀きれいな峠を⽬指す 
・ 来訪者も⾃然を守り、ゴミを持ち帰る 
・ 昔のくらしと⽂化が維持されている 
・ ⾃然に関する関係⼈⼝や来訪者、移住者が増えること 
・ ⾃然に関する仕事や消費が増え、インフラも整備されていること 
・ 桜並⽊の復活 
・ 秦野の資源に適切に付加価値を与える 

地域課題の 
解決 

・ 収益性があり、体制の維持や地域に還元できるサービスの⾦額設定 
・ 地域の困りごとを、体験を通じて解決できる 
・ 環境整備・活⽤（緑⽔庵／トイレ／放置⽵林／耕作放棄地／空き家／宿
泊施設、駐⾞場等） 

・ 交通安全（道路環境整備／交通⼿段の整備／看板設置等） 
・ 情報発信 

地域運営 

・ ホスピタリティ※18のある地域 
・ 地域の関係事業者やガイド等のプレイヤーが⼀体化してサービスを提供

する 
・ 地域住⺠との相互理解を深め、協⼒し合える関係を構築すること 
・ 住⺠、活動団体、⺠間事業者、⾏政が統⼀したコンセプトを持つ 

地域ブランド
の確⽴ 

・ 体験・滞在の付加価値向上 
・ 地域住⺠も来訪者も楽しめるイベントの開催 
・ 愛着を持てる、憧れの場所 
・ ⽇常を忘れられる⾮⽇常感 
・ ヤビツ峠・蓑⽑周辺の魅⼒を理解し、その魅⼒を⼤切にする来訪者の獲
得と再訪率の向上 

・ 地域住⺠と来訪者の接点があり、活気に溢れている 
・ 来訪者同⼠がつながる場 
・ 温もり、懐かしさを感じる場所 
・ ⼼⾝を癒す、活⼒をチャージできる場所 
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第３回ワークショップのまとめ 

第３回ワークショップの結果から、「地域資源の再⽣と活⽤」、「地域課題の
解決」、「地域運営」、「地域ブランドの確⽴」の４つが実現されることが、本
エリアの理想の姿であると期待されています。本エリアを代表する地域資源の⾃
然や歴史⽂化を、より良い状態へ保全・再⽣しながら体験コンテンツや特産品の
開発に活⽤していくことは、地域課題の解決や地域ブランドの向上につながりま
す。これにより、地域住⺠の快適な暮らしを実現し、取組みに対する理解・協⼒
を促すことで、地域が⼀体となってホスピタリティのあるサービスを提供する運
営体制が整えられ、地域全体で地域ブランドを確⽴できると考えられます。そこ
で、理想の姿の実現に向けては、これらの 4 つに包括的に取り組み、地域住⺠に
とっても、来訪者にとっても、本エリアが魅⼒を感じ、愛着を持てる場所になる
ことを⽬指すことが必要と考えられます。 

理想の姿 

地域資源の 
再⽣と活⽤ 

地域課題の 
解決 

地域運営 地域ブランド
の確⽴ 
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２ ヤビツ峠・蓑⽑周辺のポテンシャル 
第２章では、「ヤビツ峠・蓑⽑周辺の特徴」及び「ヤビツ峠・蓑⽑周辺を取り巻く環境と課
題」を整理し、本エリアの現状を明らかにしました。また、本章１の「ヤビツ峠・蓑⽑周辺の
理想の姿」では、ワークショップを通じて、地域の主体者が考える本エリアで提供できる価
値・体験や理想の姿が⾒えてきました。これらを踏まえて、本エリアのポテンシャルについて、
強み（Ｓｔｒｅｎｇｔｈ）、弱み（Ｗｅａｋｎｅｓｓ）、機会（Ｏｐｐｏｒｔｕｎｉｔｙ）、
脅威（Ｔｈｒｅａｔ）の分析軸によって整理します。また、ポテンシャルに対して、想定され
るターゲットについても検討します。 

 
 ■ヤビツ峠・蓑⽑周辺のＳＷＯＴ分析※19 

  

 
※19   ＳＷＯＴ分析：現状分析のために使われる⼿法の⼀つ。内部要因（強み・弱み）と外部要因（機会・脅威）をかけ合わせて分析することで、⽅
向性や改善策を洗い出し、新たな戦略を導き出すもの。 

プラス要因 マイナス要因 

内
部
環
境 

外
部
環
境 

・ 都⼼から電⾞、⾃家⽤⾞で訪れやすい⽴
地 

・ 丹沢⼤⼭国定公園や⾥地⾥⼭の豊かな⾃
然環境と優れた眺望 

・ 丹沢における⾃然再⽣の取組み 
・ 淡墨桜やミツマタ、秦野名⽔等の地域資

源 
・ 登⼭やヒルクライム、森林セラピー等多

様なアクティビティを楽しめる 
・ ⼤⼭信仰に関わる歴史や国登録有形⽂化
財等の歴史⽂化資源の存在 

・ コンパクトなエリアの中に、⾃然や歴史
⽂化等の多様な地域資源が存在 

強み（Strength） 
・ ヤビツ峠・蓑⽑らしい体験コンテンツや
特産品の不⾜ 

・ 体験コンテンツを⽣かすための滞在拠点
の不⾜ 

・ 空き家や耕作放棄地の増加 
・ 農地等の⿃獣被害の増加 
・ エリア内の交通利便性、回遊性が低い 
・ 地域の活動団体間の連携不⾜ 
・ ⼈材の⾼齢化、担い⼿不⾜ 
・ 地域内外の⼈々が魅⼒を感じる情報発信

の不⾜ 

弱み（Weakness） 

・ コト消費・トキ消費の市場拡⼤ 
・ ウェルビーイング・ヘルスツーリズムの
需要の⾼まり 

・ 世界的な環境再⽣に対する意識の⾼まり
や取組みの広がり 

・ 新東名⾼速道路の全線開通 
・ 都市部在住者のアウトドアや⾃然体験に
対する興味関⼼の⾼まり 

・ 新型コロナウイルス感染症の影響による
働き⽅の多様化（テレワークや⼆拠点居
住、業務型ワーケーションの普及） 

・ 令和３年（２０２１年）⾃然公園法の改
正（P１９カ参照） 

機会（Opportunity） 
・ 交流⼈⼝・関係⼈⼝や外貨の獲得に向け

た地域間競争の激化 
・ 全国的な⼈⼝減少に伴う国内市場の縮⼩ 
・ ⻑引く低成⻑、燃料⾼・原料⾼による消
費意識の後退 

脅威（Threat） 



- 32 - 

 

（1）  強みと機会を⽣かし、魅⼒を⾼めるための積極化戦略【Ｓ（強み）×Ｏ（機会）】 
社会潮流と消費者ニーズを踏まえたアクティビティの質の向上 

・ 本エリアでは、豊かな⾃然環境や眺望、歴史⽂化資源を⽣かした多様なアクティビティ
を提供することができます。その体験を通じてウェルビーイングを実現できる場所として
アクティビティの質を磨き上げ、ＳＮＳ等を活⽤してその魅⼒を発信することで、さらな
る誘客を図ることができると考えられます。 

想定されるターゲット：ウェルビーイングに興味関⼼がある個⼈、「１ヤビツ峠・蓑⽑周
辺の理想の姿」で⽰した物語の主⼈公①・④等 

関連する強み：豊かな⾃然環境、歴史⽂化資源、多様なアクティビティ、桜や秦野名⽔等
の地域資源 

関連する機会：コト消費・トキ消費の市場拡⼤、アウトドアや⾃然体験に対する興味関⼼、
ウェルビーイングやヘルスツーリズムの需要の⾼まり、法改正による国定
公園の魅⼒向上 

 
（2）  強みを⽣かして、外的脅威を避けるための差別化戦略【Ｓ（強み）×Ｔ（脅威）】 

他地域と差別化したターゲティングによる交流⼈⼝の拡⼤ 

・ 全国的な⼈⼝減少に伴い国内市場は縮⼩しているものの、⾸都圏の⼈⼝は⾼い⽔準で維
持されています。そのため、本エリアでは、都⼼から訪れやすい⽴地を⽣かして、都市部
在住の個⼈だけではなく、都市部の企業や団体もターゲットに⾒据えたコンテンツを造成
することで、観光消費額の増加につながります。 

・ 近隣地域との競争が激化する中で、世界的な環境への意識の⾼まりに対して、本エリア
の⾃然、歴史⽂化等の地域資源の保全・再⽣を図りながら、環境に配慮した体験コンテン
ツやイベントの造成、拠点整備等を⾏うことで、これら地域資源への理解の醸成や地域の
魅⼒向上につながります。特に、コンパクトなエリアに⾃然や歴史⽂化が集まっている地
域特性を⽣かして、これらを融合させたヤビツ峠・蓑⽑らしい体験コンテンツを造成する
ことが有効であると考えられます。 

想定されるターゲット：都市部の企業・団体、「１ヤビツ峠・蓑⽑周辺の理想の姿」で⽰
した物語の主⼈公②等 

関連する強み：都⼼から訪れやすい⽴地、豊かな⾃然環境、歴史⽂化資源、コンパクトな
エリア 

関連する脅威：地域間競争の激化、国内市場の縮⼩、消費意識の後退 
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（3）  機会を⽣かして、弱みを改善・克服するための改善戦略【Ｏ（機会）×Ｗ（弱み）】    
地域に興味・関⼼のある⼈や企業を呼び込む仕組みづくりと回遊性の向上 

・ 働き⽅の多様化によりテレワークや⼆拠点居住等で地域への関⼼が⾼まっている中、個
⼈・企業等が、積極的かつ主体的に地域や地域住⺠と関わることができる仕組みを構築す
ることで、第三者による新たな視点での魅⼒づくりや⼈材の確保を図ることが有効である
と考えられます。 

・ 空き家や耕作放棄地を体験拠点に活⽤するなど、来訪者が滞在できる環境を整えること
で、滞在時間の増加が⾒込めます。 

・ ⼆次交通の導⼊や道路環境の充実により、来訪者の周遊観光を可能にすることで、観光
消費額が増加すると考えられます。 

想定されるターゲット：地域での取組みや副業に興味関⼼がある企業や個⼈、「１ヤビツ
峠・蓑⽑周辺の理想の姿」で⽰した物語の主⼈公③等 

関連する機会：環境への意識の⾼まり、働き⽅の多様化 
関連する弱み：ヤビツ峠・蓑⽑らしさがない、⼈材の⾼齢化・担い⼿不⾜、空き家や耕作

放棄地の増加、滞在拠点の不⾜、エリア内の交通利便性 
 

（4) 弱みと脅威による損失を回避するための回避戦略【Ｗ（弱み）×Ｔ（脅威）】 
⼀貫したコンセプトに基づいた地域内連携と情報発信 

・ 地域間競争が激化する中、本エリアのイメージが明確となるコンセプトを掲げ、そのコ
ンセプトに基づいて体験コンテンツの造成や特産品の開発等を⾏い、ＳＮＳやＰＲ動画等
を活⽤した戦略的な情報発信を⾏うことで、本エリアの認知度向上につながります。加え
て、地域が⼀体となった推進体制を構築し、⼈材の育成も⾏うことで、地域内の連携が強
化され、地域全体でコンセプトを実現していくことができると考えられます。 

関連する弱み：ヤビツ峠・蓑⽑らしさがない、情報発信不⾜、活動団体間の連携不⾜ 
関連する脅威：地域間競争の激化 

 
以上のＳＷＯＴ分析に基づき、施策の⽅向性について次のとおり整理します。 

・ウェルビーイングを実現できる場所としてアクティビティの質の磨き上げ 
・都市部の企業や団体をターゲットに⾒据えたコンテンツの造成 
・環境に配慮した体験コンテンツやイベントの造成 
・企業・個⼈が地域や地域住⺠と関わることができる仕組みづくり 
・空き家や耕作放棄地等の活⽤ 
・滞在拠点の整備・充実 
・⼆次交通の導⼊ 
・道路環境の充実 
・コンセプトに基づく体験コンテンツの造成や特産品の開発 
・ＳＮＳやＰＲ動画等を活⽤した戦略的な情報発信 
・地域が⼀体となった推進体制の構築 
・⼈材の確保・育成  
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３ 計画のコンセプト 
ＳＷＯＴ分析から導き出した本エリアのポテンシャルを最⼤限に⽣かして魅⼒を向上してい

くために、次のとおり、本計画のコンセプトを定めます。 

 

本エリアは、丹沢⼤⼭国定公園やそのすそ野に広がる⾥地⾥⼭の豊かな⾃然と⼤⼭信仰の拠
点としての歴史を併せ持つ特別な環境の地域です。豊かな⾃然は登⼭やサイクリング、森林セ
ラピー等の多様な体験を可能にし、江⼾時代に特に流⾏した⼤⼭詣りでは、多くの参拝者を迎
え⼊れ、独特の⽂化とホスピタリティの⼼を形成してきました。 

これらの⾃然と歴史⽂化は、本エリアの⼤切な財産であり、地域関係者や⾏政などによる
保全・再⽣や活⽤の取組みによって今⽇まで引き継がれてきました。これにより今もなお、
都⼼近郊でありながら、⾮⽇常的な⾃然や歴史⽂化がいきづく環境は、本エリアの最⼤の強
みと⾔えます。 

 

今⽇の社会では、ライフスタイルや働き⽅の変化により、⼼⾝の不調や孤独への不安を感じ
る⼈が増えており、その増加は新型コロナウイルス感染症の拡⼤によりさらに加速しました。
本エリアの⾃然や歴史⽂化は、⼼⾝の健康につながる体験に⽣かすことができます。また、⼤
⼭信仰が形成したホスピタリティの⼼は、もてなす側が相⼿の気持ちを考えて丁寧に接するだ
けでなく、もてなされた⼈も感謝の気持ちを相⼿に伝えることで成⽴するものであり、地域と
来訪者がつながり、お互いに喜びや幸せを共有できる⼼地良い時間を⽣み出します。 

 

そして、ホスピタリティの⼼は⼈と⼈だけではなく、⼈と⾃然や⼈と社会などとの関わりの
中でも具現化されるものでもあります。地球温暖化や集中豪⾬等による災害、森林の荒廃によ
る⽣態系の異変などの様々な環境問題が起きる中、⾃然や歴史⽂化といった本エリアが併せ持
つ特別な環境を継承していくためには、今後より⼀層、地域の環境に対して思いやりの⼼を持
ちながら、より良い状態に再⽣していく取組みを充実させる必要があります。 

 

そこで、本エリアでは、⾃然や歴史⽂化の再⽣とそれにふさわしい活⽤を通じて、ホスピタ
リティとウェルビーイングの好循環を⽣み出し、⼈々の⼼⾝の健康や地域のにぎわいの創出等
につなげ、地域住⺠と来訪者が⾃分らしさに出会える場所を⽬指します。 

 

⾃然と歴史⽂化がいきづく 
⾃分らしさに出会える場所 



- 35 - 

 

４ 基本⽅針と施策体系 

（1）基本⽅針 

コンセプトである「⾃然と歴史⽂化がいきづく ⾃分らしさに出会える場所」の実現のた
め、ＳＷＯＴ分析から導き出した施策の⽅向性から５つの基本⽅針を定めます。また、本
章１の「ヤビツ峠・蓑⽑周辺の理想の姿」で⽰した、地域の主体者⾃⾝が考える本エリア
の理想の姿との関係についても整理します。 

 

施策の⽅向性 

理想の姿  

基本⽅針 
地域資
源の再
⽣と活
⽤ 

地域課
題の解
決 

地域運
営 

地域ブ
ランド
の確⽴ 

 

ウェルビーイングを実現できる場
所としてアクティビティの質を磨
き上げ 

○   ○ 
 

基本⽅針１ 
地域資源を活⽤し
た新たなサービス
の開発 

都市部の企業や団体をターゲット
に⾒据えた体験コンテンツの造成 

○   ○ 
 

環境に配慮した体験コンテンツや
イベントの造成 

○ ○  ○ 
 

コンセプトに基づく体験コンテン
ツの造成や特産品の開発 

○   ○ 
 

滞在拠点の整備・充実 ○ ○    基本⽅針２ 
滞在環境の魅⼒の
向上 空き家や耕作放棄地等の活⽤ ○ ○    

⼆次交通の導⼊  ○    基本⽅針３ 
交通ネットワーク
の充実 道路環境の充実 ○ ○    

地域が⼀体となった推進体制の構
築 

  ○  
 

基本⽅針４ 
⼈を起点とした魅
⼒づくりの推進 

⼈材の確保・育成   ○   

企業や個⼈が地域・地域住⺠と関
わることができる仕組みづくり 

 ○ ○  
 

ＳＮＳやＰＲ動画等を活⽤した戦
略的な情報発信 

   ○ 
 基本⽅針５ 

情報発信の充実 
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（2）施策体系 

５つの基本⽅針に基づき、次のとおり具体的な施策に取り組みます。 
 
 

⾃然と歴史⽂化がいきづく 

⾃分らしさに出会える場所 

基本⽅針 1 地域資源を活⽤した新たなサービスの開発 
（1）滞在型コンテンツの造成 

（2）林道を活⽤したイベントの充実 

（3）特産品や⾷コンテンツの開発 

基本⽅針 2 滞在環境の魅⼒の向上 

（1）滞在拠点の整備・充実 

（2）トイレ環境の充実 

（3）眺望・景観の整備 

（4）遊休資産の活⽤と⿃獣被害対策 

基本⽅針 3 交通ネットワークの充実 
（1）レンタサイクルの検討 

（2）周遊型交通サービス等の検討 

（3）道路環境の充実 

基本⽅針 4 ⼈を起点とした魅⼒づくりの推進 
（1）包括的な推進体制の構築 

（2）ガイド⼈材の育成講座の実施 

（3）地域住⺠や外部⼈材を巻き込む仕組みづくり 

基本⽅針 5 情報発信の充実 
（1）観光情報等の充実 

（2）マナー等の情報発信の充実 

個別施策 

個別施策 

個別施策 

個別施策 

個別施策 
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５ 個別施策 
 

【施策の⾒⽅について】 

（具体的な取組みの名称）※施策に対して複数の取組みがある場合に記載 
取組内容 （これから取り組む具体的な内容） 
主  体 ※1 （施策の実施主体となる順番で記載） 

実施計画 ※2 R５年度 R６年度 R７年度 主な関連計画 
〇 ◎ ⇒  

数値⽬標 指標 現状値 ※３ 
(令和４年度) 

⽬標値 
(令和７年度) 

   
施策の背景とな
るヒアリングや
ワークショップ
での主な意⾒等 

（計画策定に向けて地域関係団体や関係事業者等に対して⾏ったヒア
リングや第３章で⽰したワークショップから関連する主な意⾒を記
載） 

 
 

 【凡例】  

※１ 主体   

・「秦野市」 

・「関係⾃治体」 

・「神奈川県」 

・「⺠間事業者」： 観光協会、森林組合、交通事業者、宿泊・飲⾷・旅⾏関連企業、 
その他⺠間企業など 

・「市⺠・活動団体」： 市⺠、地域活動団体など 

 

※２ 【実施計画】 

・「 ◎ 」 ： 取組みを重点的に実施する年度 

・「 ○ 」 ： ⼀部の取組みを実施または実施に向けて準備をする年度 

・「 ⇒ 」 ： 継続して事業を実施または事業の改善・⾒直しをする年度 

 

※３ 現状値 令和４年度（2022 年度）の実績値が基本（取組みによって変動） 

  



- 38 - 

 

基本⽅針 1 地域資源を活⽤した新たなサービスの開発 

 地域の最⼤の魅⼒である⾃然環境や歴史⽂化資源を次世代につないでいくために、環境に配慮
しながら、地域内外の⼈々がこれらの地域資源に触れ、学び、地域に愛着を持つことができる魅
⼒あるコンテンツや特産品など、新たなサービスの開発に取り組みます。これにより、観光消費
額や交流⼈⼝の増加につなげます。 

 

 施策１  滞在型コンテンツの造成 

取組内容 

 登⼭やヒルクライム、トレイルランニングなどの既に親しまれている
アクティビティに加え、特に、⾃然環境や歴史⽂化資源などの地域資
源を⽣かし、個⼈や企業を対象に、環境や地域課題に配慮した新たな
滞在型コンテンツを造成します。 
 
① 環境学習型コンテンツの造成 

⾃然環境や歴史⽂化資源の保全・再⽣やその活⽤などの体験を通
じて、参加者の成⻑を促す学習型のプログラムを造成します。プロ
グラムに地域住⺠との交流や共に地域課題を解決する体験を盛り込
むなど、地域への理解や愛着の醸成につなげます。 
② ウェルネス増進コンテンツの造成 
森林セラピーロードや名⽔スポットなど、リフレッシュや癒し効
果に優れた環境を⽣かし、ガイド付きで散策することや地場⾷材を
活⽤した健康⾷と組み合わせるなど、森林セラピーやリトリート※20
等といったウェルネスをテーマとしたツアーを造成することで、癒
しのエリアとしての認知向上とその確⽴を図ります。 
③ 地域課題解決型企業向けコンテンツの造成 
  主に企業を対象に、⾃然環境の保全・再⽣など、SDGs に関連した

地域課題をテーマとし、学習・体験活動や課題解決型ワークショッ
プを企画・開催することで、地域と企業が相互に新たな気付きを得
ることができるフィールドを⽬指すとともに、両者の関係性の構築
を図ります。 

主  体 秦野市、市⺠・活動団体、⺠間事業者 

実施計画 
R５年度 R６年度 R７年度 主な関連計画 

○ ◎ ⇒ 秦野市観光振興基本計画 

 
※20   リトリート：仕事や⽣活から離れた⾮⽇常的な場所で⾃分と向き合い、⼼と⾝体をリラックスさせるためにゆったりと時間を過ごす旅のスタイル。 
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数値⽬標 
指標 現状値 

(令和４年度) 
⽬標値 

(令和７年度) 
新たな滞在型コンテンツの参加者数
（年間）  ̶ １００ 

施策の背景とな
るヒアリングや
ワークショップ
での主な意⾒等 

・ 放置⽵林、空き家等、農家の困りごとの解決につながる新たな体
験を造成し、地元の⽅と触れ合い続けられる環境があると良い。 

・ 加⼯品の原料を種で植えて、その加⼯品を作るために、継続的に
秦野に来てもらえるような農業体験があると良い。 

・ 景⾊の良さ、森の中の気持ち良さの中で、リフレッシュできる体
験が充実すると良い。 

・ ⽣き⽣きと⼼⾝がリラックスできる場所にしたい。 
・ 合宿で異業種交流をすることは、いろいろな刺激があり楽しいと

思う。 
・ 豊かな⾃然を活⽤した体験を通じて、都⼼で働いている⽅の価値
観に良い意味で影響を与えることで、地域への愛着につながるので
はないか。 

 

 施策２  林道を活⽤したイベントの充実 

取組内容 

エリア内に複数存在する林道は⾃然環境や景観に富み、観光資源とし
てのポテンシャルに優れています。 

市営林道については、通⾏者の安全確保を前提とし、イベント等の開
催の積み重ねによる有効活⽤⽅策を推進し、その他の林道については、
関係機関との調整により活⽤の可能性に向けた検討を進めます。 

また、各林道管理者や⺠間事業者と連携を図りながら、イベント開催
の仕組み・ルール作りについて検討します。 

主  体 秦野市、神奈川県、⺠間事業者 

実施計画 
R５年度 R６年度 R７年度 主な関連計画 

○ ◎ ⇒ 秦野市森林整備計画 
秦野市観光振興基本計画 

数値⽬標 
指標 現状値 

(令和４年度) 
⽬標値 

(令和７年度) 
林道を活⽤したイベントの開催回数
（年間） ７ １２ 

施策の背景とな
るヒアリングや
ワークショップ
での主な意⾒等 

・ 林道は不法投棄問題などで閉鎖している場所もあるが、条件付きで
スポーツのイベント等に対してもう少し柔軟な対応ができると、様々
な可能性が⽣まれてくると思う。 
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・ 菩提峠〜表丹沢林道、菜の花台〜⽻根林道をうまく活⽤できれば、
県道７０号の混雑を回避し、交通の安全を考慮した⾃転⾞のイベント
ができるポテンシャルがある。 

・ 来訪者も地元の⼈も楽しめるイベントがあると良い。 

 
 施策３  特産品や⾷コンテンツの開発 

取組内容 
本エリア内で従来から栽培されてきた農産物や本市を代表する資源の

⼀つである秦野名⽔、さらには地域内の未利⽤資源などを活⽤した加⼯
品や料理等、新たな特産品等の開発を⽬指します。 

主  体 ⺠間事業者、市⺠・活動団体、秦野市 

実施計画 
R５年度 R６年度 R７年度 主な関連計画 

○ ◎ ⇒ 秦野市都市農業振興計画 
秦野市観光振興基本計画 

数値⽬標 指標 現状値 
(令和４年度) 

⽬標値 
(令和７年度) 

開発した特産品や⾷コンテンツの数 ― ２ 

施策の背景とな
るヒアリングや
ワークショップ
での主な意⾒等 

・ 落花⽣や名⽔、お茶を⽣かして、新たに売りにできる商品を作って
いきたい。ただ商品を開発するだけではなく、伝え⽅や⾷べ⽅も含め
て考えられたら良い。 

・ かつて秦野では菜の花が栽培され、そこから採取した菜種油と、豊
富な⽔を利⽤して挽いた⼩⻨を使⽤してカリントウが作られていた。
そうした歴史を研究し、再現した「はだのかりんとう」は、現在、特
産品となっている。このようなストーリーがある特産品がさらに出来
ると良い。 

・ ジビエの活⽤が⿃獣被害対策につながるなど、地域の課題解決とイ
コールになると良い。 
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基本⽅針２ 滞在環境の魅⼒の向上 

 既存拠点や遊休資産を活⽤して、地域ににぎわいを⽣み出す体験や交流の拠点となる環境を整
備します。また、修景に配慮した森林整備や、観光資源となる樹種の植樹を⾏うなど、より魅⼒
的な眺望・景観を創出します。 

 

 施策１  滞在拠点の整備・充実 

 エリア内には豊富な資源がある⼀⽅で、滞在の拠点となる場所や施設に乏しく、集客する際の
弱みとなっていました。そこで緑⽔庵や菜の花台等といった拠点となりうるポテンシャルのある
場所の整備や施設の拠点化を図るとともに、Ｗｉ−Ｆｉ等の整備を通じた利便性の向上を図りま
す。また、遊休資産を活⽤した魅⼒づくり等にも取り組みます。 

① 緑⽔庵・蓑⽑⾃然観察の森の整備・活⽤ 

取組内容 

本市を代表する⽂化財の⼀つである緑⽔庵とその近隣に位置する蓑⽑
⾃然観察の森を⼀体的な滞在・交流拠点として活⽤していくため、駐⾞
場と散策路、バリアフリーに対応したトイレの整備等を進めるほか、秦
野市地球温暖化対策実⾏計画を進める中で、次世代⾃動⾞への転換促進
に向けたＥＶ（電気⾃動⾞）充電設備の設置について検討します。 

また、緑⽔庵を拠点とし、市⺠・活動団体等が主体となって、各種イ
ベントを実施するほか、地域住⺠が気軽に利⽤できる居場所や登⼭やサ
イクリストなどの来訪者の休憩所としての活⽤、葉たばこ耕作農家の紹
介などの展⽰館としての活⽤、コワーキングスペースなどの場としての
活⽤を推進します。 

主  体 秦野市、市⺠・活動団体 

実施計画 R５年度 R６年度 R７年度 主な関連計画 
◎ ⇒ ⇒ 緑⽔庵・蓑⽑⾃然観察の森活⽤指針 

数値⽬標 指標 現状値 
(令和４年度) 

⽬標値 
(令和７年度) 

緑⽔庵の年間利⽤者数 ９１９ ２４００ 

施策の背景とな
るヒアリングや
ワークショップ
での主な意⾒等 

・ 緑⽔庵は、休憩地点としての潜在的魅⼒を多く含み、あそこに⾏く  
からこそ体験できるものがあるため、⼀度案内した参加者はリピータ
ーになってくれている。駐⾞場の整備をしたうえで、休⽇市場 やキ
ッチンカーの提供があればお客様が⾜を⽌め買い物等をしてもらえる
可能性が⾼い。 

・ 緑⽔庵で地域の⼈が作った料理でもてなすことなどができると、地   
域と来訪者が交流できる拠点になる。 

・ ⾥⼭林を活⽤した散策路などがあると良い。 
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③ 来訪者の満⾜度を⾼める取組みの充実 

取組内容 
登⼭者やサイクリスト等の来訪者の満⾜度を⾼めるため、蓑⽑周辺へ

の駐⾞場の確保や公共施設等へのサイクルラックの設置、Ｗｉ−Ｆｉ環
境の充実など、利便性の向上に努めます。 

主  体 秦野市、⺠間事業者 

実施計画 
R５年度 R６年度 R７年度 主な関連計画 

◎ ⇒ ⇒ 緑⽔庵・蓑⽑⾃然観察の森活⽤指針 
秦野市観光振興基本計画 

数値⽬標 

指標 現状値 
(令和４年度) 

⽬標値 
(令和７年度) 

公共施設へのサイクルラックの設置
箇所数 1 ４ 

  

② 菜の花台園地の休憩施設としての魅⼒向上 

取組内容 

菜の花台園地は来訪者を惹きつける優れた景観がある⼀⽅で、⼈を
滞留させるサービスが不⾜しており、その魅⼒を⼗分に⽣かすことが
できていません。そのため、地域振興や利⽤者の利便性の向上を⽬的
とした飲⾷サービスの提供などに向けた検討や、ＳＮＳでの拡散が期
待される写真スポットの整備、菩提⽅⾯からの散策路の整備等を⾏う
ことで、滞在拠点としての魅⼒の向上を図ります。 

主  体 秦野市、神奈川県 

実施計画 R５年度 R６年度 R７年度 主な関連計画 
◎ ⇒ ⇒ 秦野市観光振興基本計画 

数値⽬標 
指標 現状値 

(令和４年度) 
⽬標値 

(令和７年度) 

滞在拠点の魅⼒向上に向けた写真ス
ポットや散策路等の整備数  ̶ ２ 

施策の背景とな
るヒアリングや
ワークショップ
での主な意⾒等 

・ 菜の花台に売店があれば、それを⽬標に観光する⽅も多く、また
治安維持にもつながると考える。 

・ 菜の花台はサイクリストにとって⾃転⾞を置いて写真を撮りたい
場所だが、置ける設備がないため、⾃転⾞を⽴てるラックなどがあ
ると良い。 



- 43 - 

 

施策の背景とな
るヒアリングや
ワークショップ
での主な意⾒等 

・ サイクルラックがあると、サイクリストも各施設に今まで以上によ
りやすくなるのではないか。 

・ ヤビツ峠は駐⾞場が限られており、新たに作ることは難しい。蓑⽑
に駐⾞場が増えれば、登⼭者の利便性や回遊性が向上するのではない
か。 

 
 施策２  トイレ環境の充実  

取組内容 

トイレの印象が悪いと観光地全体の印象が悪くなるなど、来訪者の快
適な滞在のためには、清潔・安⼼で使いやすいトイレ環境が必要不可⽋
です。 

そのため、トイレの印象をおもてなしの⼀つとして捉え、⽇常管理と
あわせて、施設の適切な補修や修繕を⾏い、清潔で快適に使⽤できるト
イレ環境の充実を図ります。 
特に、ヤビツ峠公衆トイレは、表丹沢の⽞関⼝として、多くのハイカ
ーやサイクリストなどが利⽤する設置場所の特性を踏まえた快適なトイ
レ環境の早期実現に向け、地域の声を聞きながら、検討を進めます。 

主  体 神奈川県、秦野市 

実施計画 R５年度 R６年度 R７年度 主な関連計画 
◎ ⇒ ⇒ 秦野市観光振興基本計画 

数値⽬標 

指標 現状値 
(令和５年度) 

⽬標値 
(令和７年度) 

ヤビツ峠公衆トイレ利⽤者の満⾜度
（におい、清潔さ、明るさ） 

におい ４７％ 
清潔さ ４５％ 
明るさ ３４％ 

におい ８０％ 
清潔さ ８０％ 
明るさ ８０％ 

施策の背景とな
るヒアリングや
ワークショップ
での主な意⾒等 

・ 場所によって、トイレの形式のベストは違う。⼭頂だと⽔を出さな
いトイレもあるが、利⽤の頻度によっても違う。 

・ ⽔汲み場もトイレもきれいにする必要がある。⼭はトイレのきれい
さで⾏くかどうか迷うくらい重要だからきれいにする必要がある。 
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 施策３  眺望・景観の整備 

取組内容 

県道７０号沿いは眺望に優れる地形となっていますが、現状は⽊々の
せり出しや過度な繁茂がみられ、その魅⼒を⼗分に⽣かし切れていませ
ん。また、道路沿いはスギやヒノキの針葉樹などが多く観光資源になり
うる植⽣が少ない状況です。 
① 菜の花台やヤビツ峠レストハウス、蓑⽑⾃然観察の森周辺等につい

て、修景に配慮した森林整備を実施し、眺望の改善を図ります。 
② 宝蓮寺周辺や県道７０号沿い等にモミジや桜を植樹するなど、観光

資源としての景観の充実と多様化を図ります。この際、植樹や管理の
ルールについても検討します。 

主  体 ① 秦野市 
② 秦野市、市⺠・活動団体、⺠間事業者 

実施計画 
R５年度 R６年度 R７年度 主な関連計画 

○ ◎ ⇒ 秦野市森林整備計画 
秦野市観光振興基本計画 

数値⽬標 
指標 現状値 

(令和４年度) 
⽬標値 

(令和７年度) 

修景に配慮した森林整備を実施した
エリア数 ― ２ 

施策の背景とな
るヒアリングや
ワークショップ
での主な意⾒等 

・ 菜の花台の周りの⽊の伐採、景観整備が必要。もともとは⽊々の背
が低かったが今は繁茂し、展望台に上がらないと景⾊が良く⾒えな
い。 

・ ⾞、⾃転⾞を停めて写真を撮りたくなるようなビューポイントがあ
ると良い。 

・ 昭和３０年頃は県道７０号沿いに桜の⽊が多くあった。標⾼が⾼い
から咲く時期が遅れて、市街地とタイミングをずらすことができる。
ヤマザクラを植えるなどして、復活させると良い。 

・ 緑⽔庵の紅葉や宝蓮寺周辺の紅葉は美しい。紅葉はまとまってある
と美しいため、その辺りにモミジなどを植えて、紅葉の名所にすると
良いと思う。 

 

 

 

 

 
  



- 45 - 

 

 施策４  遊休資産の活⽤と⿃獣被害対策 

 
※21   農家レストラン：農家が⾃ら⽣産した農作物や、地域の⾷材を使った料理を提供する事業のこと。 
※22   農家⺠泊：宿泊や⾷事に加えて農作業や家事・地域の伝統⾏事や野外活動など農村の暮らしを体験できる⺠宿のこと。 

取組内容 

⾥地⾥⼭の雑⽊林や放置⽵林、耕作放棄地などのやぶ払いや伐採等の
環境整備を実施するとともに、整備後に農業体験などの体験プログラム
に活⽤するなど、作業や住⺠との交流を通じて、参加者の⾥地⾥⼭保全
再⽣への理解の醸成と、本エリアとの関係性の構築を図ります。これに
より持続的な⾥地⾥⼭の維持管理及び⿃獣被害防⽌につなげます。 

また、空き家バンク制度の情報提供に努め、適切な活⽤などを推進す
るほか、農家レストラン※21や農家⺠泊※22など、地域の新たな拠点づく
りを促進することで、滞在環境の魅⼒の向上につなげます。 

なお、これらの取組みは、地域の理解と協⼒を得ながら進めていきま
す。 

主  体 秦野市、市⺠・活動団体、⺠間事業者 

実施計画 
R５年度 R６年度 R７年度 主な関連計画 

○ ◎ ⇒ 秦野市森林整備計画 
秦野市都市農業振興計画 

数値⽬標 
指標 現状値 

(令和４年度) 
⽬標値 

(令和７年度) 

環境整備や遊休資産を活⽤したイベ
ントの実施回数（年間） ３ ３ 

施策の背景とな
るヒアリングや
ワークショップ
での主な意⾒等 

・ ⽵やぶの整備が、地域外の⼈の協⼒によって進められている事例が
ある。ただボランティアでやってもらうのではなく、楽しみや遊びに
変えられると良いのではないか。 

・ 秦野の雑⽊林は、伊勢原市や厚⽊市と⽐べて残っていると思う。そ
こに⼿を加えて、都会の⼈を呼び込む仕組みを作ることができれば良
いのではないか。地域の⼈の協⼒も得やすいし、地域にお⾦も落ち
る。                      

・ 古⺠家を活⽤した古⺠家カフェ等、休憩・地域と交流する拠点を作
ることができれば良いと思う。 
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基本⽅針３ 交通ネットワークの充実 

 地域を周遊できる新たな交通⼿段の導⼊に向けた検討を進め、回遊性の向上と滞在時間の延⻑
を図るとともに、道路環境の充実に向けた取組みを進め、快適で安全・安⼼な交通ネットワーク
の充実を図ります。 

 

 施策１  レンタサイクルの検討  

取組内容 
エリア内の回遊性向上や県道７０号のシークエンス景観※23の活⽤、

周辺地域の活性化を図るため、電動⾃転⾞を含めたレンタサイクルのニ
ーズ調査を実施するとともに、導⼊について検討します。 

主  体 秦野市、⺠間事業者 

実施計画 R５年度 R６年度 R７年度 主な関連計画 
〇 ◎ ⇒ 秦野市観光振興基本計画 

数値⽬標 指標 現状値 
(令和４年度) 

⽬標値 
(令和７年度) 

レンタサイクルの拠点数 ― ２ 

施策の背景とな
るヒアリングや
ワークショップ
での主な意⾒等 

・ E−ｂｉｋｅのレンタルがあると⼦どもやパートナーと来ることが
できる。 

・ E−ｂｉｋｅはエンジンの⾳がないから、⾵の⾳など、周りの⾳が
聞こえるのが良い。ヤビツ峠の⾃然豊かな環境に適しているのではな
いかと可能性を感じている。                    

 

 

 

 

 

 

 

 

 
  

 
※23   シークエンス景観：視点を移動させながら次々と移り変わっていくシーンを継続的に体験する景観のこと。 
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 施策２  周遊型交通サービス※24等の検討  

取組内容 

現在、ヤビツ峠と駅や観光施設を結ぶ交通⼿段が限定されていること
から、周辺の賑わいを創出するに当たっての課題となっています。その
ため、来訪者の利便性や回遊性の向上を図るため、既存の路線バスやタ
クシーといった公共交通のほか、観光型ＭａａＳ※25を活⽤した利⽤者
の予約に応じて運⾏する周遊型交通サービスなどについて、地域のニー
ズを踏まえながら交通事業者と連携し検討します。 

主  体 秦野市、⺠間事業者 

実施計画 R５年度 R６年度 R７年度 主な関連計画 
○ ◎ ⇒ 秦野市観光振興基本計画 

数値⽬標 指標 現状値 
(令和４年度) 

⽬標値 
(令和７年度) 

周遊型交通サービス運⾏台数 ― ３ 
施策の背景とな
るヒアリングや
ワークショップ
での主な意⾒等 

・ オンデマンドで何⼈か集まったら⾃由なところ、魅⼒あるところを
周遊できるというのが良い。 

・ 最少催⾏⼈数を定められれば、ツアーとして始めてみるのも良いか
もしれない。旅⾏業の中で考えることもできると思う。     

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
  

 
※24   周遊型交通サービス：ここでは、来訪者が複数の観光施設間を効率よく周遊・循環できる交通サービスのことをいう。⼀例としては、複数の⽬

的地を循環するオンデマンドの乗合タクシー等がある。 
※25   観光型ＭａａＳ：主に観光客に対して地域の公共交通機関や商業・観光施設など交通以外と連携し、ワンストップサービスを提供するMaaSの
形態の⼀つのこと。また、MaaSとは、Mobility as a Serviceの略で、地域住⺠や旅⾏者⼀⼈ひとりのトリップ単位での移動ニーズに対して、複数
の公共交通やそれ以外の移動サービスを最適に組み合わせて検索・予約・決済等を⼀括で⾏うサービスをいう。 
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 施策３  道路環境の充実 

取組内容 

ヤビツ峠をはじめとした観光スポットまでのアクセス道路である県道
７０号は、観光客などが各スポットまで⾃動⾞で移動するほか、ヤビツ
峠まで公共交通バスが⾛⾏していますが、⼀部区間において幅員が狭⼩
であることからすれ違いが困難であるなどの課題があります。 

また、近年では多くのサイクリストに利⽤されていることから、⾛⾏
するべき部分や各スポットまでの進⾏⽅向をより明確かつわかりやすく
周知する必要があります。 
① ⾃動⾞が安全安⼼に⾛⾏できる交通環境を整備及び維持するため

に、県道７０号への待避所の設置などの検討を道路管理者と⾏いま
す。 
② 県道７０号の道路上に積もっている⼟砂や道路にせり出した草⽊な

どにより転倒や接触等の交通事故を防ぐため、地域ボランティア等に
よる定期的な清掃活動を通した、交通環境の維持に取り組むことで、
「⽇本⼀きれいな峠」を⽬指します。 
③ 県道７０号へのサイクリストに対する⾃転⾞⽤のナビマークの設置

について、検討を道路管理者と⾏います。 
また、周辺市道である市道５８号線や市道５３号線に、⾃転⾞⽤の
ナビマークの設置などを順次進めます。 

主  体 
① 秦野市 
② 市⺠・活動団体、⺠間事業者、秦野市、神奈川県 
③ 秦野市 

実施計画 
R５年度 R６年度 R７年度 主な関連計画 
○ ⇒ ⇒ ― 

数値⽬標 
指標 

令和４年度 

（現状値） 

令和７年度 

（⽬標値） 

ボランティア等による県道７０号の
清掃活動の実施回数（年間） 

３ ５ 

施策の背景とな
るヒアリングや
ワークショップ
の内容 

・ サイクリストが増えており、歩⾏者や、⾃動⾞、バスと接触の危険
がある。 

・ 草⽊が道路にせり出しているとそれを避けようとすることで、余計
に道が狭く感じられ、⾃転⾞と⾞が接触する危険性が増える。 

・ 有志を募り道路の清掃活動をすることで、通⾏の安全性を⾼めると
ともに、「⽇本⼀きれいな峠」としてＰＲしていきたい。 
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基本⽅針４ ⼈を起点とした魅⼒づくりの推進 

 地域資源や情報を効果的に結び付け、地域の魅⼒を⾼めていくために、市⺠・活動団体、⺠間
事業者などが横断的に協⼒する体制を構築します。また、認定ガイド制度や地域住⺠や外部⼈材
を巻き込む仕組みをつくり、魅⼒を⾼める仲間づくりを推進します。 

 

 施策１  包括的な推進体制の構築  

取組内容 

様々な活動団体・⺠間事業者等が地域資源を活⽤したサービスを提供
していますが、それぞれの活動内容が⾒えにくい現状があり、情報の獲
得機会が失われています。 

そのため、地域活動団体・⺠間事業者を中⼼に構成するコーディネー
ト組織を設置し、各主体の連携を促します。この組織は、構成メンバー
が気軽に相談ができるような運営とし、互いの意⾒や考えを地域内で共
有できるような体制を検討します。また、本計画に基づく施策を円滑に
進めるために、必要に応じてプロジェクト組織等の体制づくりも検討し
ます。 

また、地域住⺠や外部との交流、イベントの開催など、地域内外をつ
なぐ総合的な窓⼝としての役割も果たすような体制を検討します。 

 

 

 

 

 

 

主  体 市⺠・活動団体、⺠間事業者、秦野市 

実施計画 R５年度 R６年度 R７年度 主な関連計画 
◎ ⇒ ⇒  ̶

数値⽬標 指標 現状値 
(令和４年度) 

⽬標値 
(令和７年度) 

推進主体組織の参加⼈数  ̶ １５ 
施策の背景とな
るヒアリングや
ワークショップ
での主な意⾒等 

・ 各団体や事業者が、お互いが何をしようとしているか⾒えない。地
域のメンバーが集る場所や機会が必要だとは思う。例えば交通事業者
との連携でも、安全教室等（⾃転⾞からはこう⾒える、バスからはこ
う⾒える、というような内容）ができると良い。 
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・ 地域の財産・資源をうまく活⽤するには地域の理解が必要。個⼈や
任意団体だといろいろ制限があるため、法⼈組織を検討する必要があ
る。 

・ 蓑⽑・ヤビツ峠のプレイヤーが⼀体でサービスを提供することが必
要である。 

・ 地域商社の⽴ち上げが必要ではないか。        
 

 施策２  ガイド⼈材の育成講座の実施 

取組内容 

本エリアで活動する活動団体や⺠間事業者が提供する様々な体験プロ
グラムは、魅⼒の⼀つとなっています。⼀⽅でそれらの内容は個々の提
供者に依存していることから体験の質が⼀定でなく、さらには担い⼿の
⾼齢化や⼈材不⾜により体験プログラムの安定的な提供体制にも課題が
あります。 

そのため、体験プログラムの質の担保や担い⼿の育成を⽬的としたガ
イド育成講座を実施します。講座の受講者には試験を実施し、⼀定のク
オリティが認められた⽅を秦野市の公式ガイドとして認定します。 

主  体 秦野市 

実施計画 R５年度 R６年度 R７年度 主な関連計画 
◎ ⇒ ⇒ 秦野市観光振興基本計画 

数値⽬標 指標 現状値 
(令和４年度) 

⽬標値 
(令和７年度) 

認定ガイド数 ― ８ 

施策の背景とな
るヒアリングや
ワークショップ
での主な意⾒等 

・ 地域の魅⼒を感じてもらい、来訪者の満⾜度を⾼めるためには、ガ
イドの確保と質の向上が必要だと思う。 

・ 後継がいない。継続的にイベントを⼿伝ってくれる⼈はいるが、運
営そのものに関わる⼈はあまりいない。 

・ ガイドもボランティアだと、継続性やガイドスキルに課題が出てく
る。しっかりガイド料をとれるようなガイドが増えると持続可能なも
のになるし、来訪者の満⾜度の向上につながる。 

・ ホスピタリティのある地域にしたい。 
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 施策３  地域住⺠や外部⼈材を巻き込む仕組みづくり  

取組内容 

⼈材不⾜が⽣じている中、今後は地域の⼈材だけで取組みを進めてい
くことは限界があります。エリア周辺の魅⼒や可能性、課題に興味を持
つ⼈を巻き込みながら、地域住⺠や地域事業者がともに事業を実施する
機会の創出を図ります。 

主  体 秦野市、市⺠・活動団体、⺠間事業者 

実施計画 
R５年度 R６年度 R７年度 主な関連計画 

◎ ⇒ ⇒  ̶

数値⽬標 
指標 現状値 

(令和４年度) 
⽬標値 

(令和７年度) 

地域内外との連携で新たに実施する事
業数 ― １ 

施策の背景とな
るヒアリングや
ワークショップ
での主な意⾒等 

・ 関係⼈⼝が仲間や地域の⼈を巻き込みながら起業して、地域を活性
化できるフィールドがあると良い。 

・ 地元の企業と何かタイアップできると良いのではないか。 
・ 地域内外との連携でプロジェクトを⽣み出すことができると良い。 
・ イベントを通じて内外の相互理解を促し、⼀体感を創出できると良

い。 
 
  

地域外からテーマに
興味ある人材

地域で
テーマに関係する人材

地域外人材は市が設定するテーマをもとに募集をかけ、選考を実施し、世代、

性別、職業などが異なる混成チームを編成。多様なものの見方、それぞれ
の強みを活かせるチームにすることで想定を上回る、アイデアの質・量を生

み出していきます。

テーマ設定 人材募集 提案 事業化

地域の課題からテーマを設定 テーマをもとに人材を募集し、複数
チームを編成

地域や参加者との交流、フィールド
ワーク、仮説検証を繰り返し行いな
がら、テーマに対するビジネスモデ
ルを提案

地域に採択されたチームはプロトタ
イプづくりや事業化に挑戦
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基本⽅針５ 情報発信の充実 

 地域の魅⼒の認知度を向上させるため、地域内外と連携した効果的な情報発信を⾏います。ま
た、環境保全や安全対策等につながるマナーの啓発活動を⾏います。 

 

 施策１  観光情報等の充実  

取組内容 

本エリアの多様な観光資源や体験プログラム等の情報が、地域内外に
⼗分に知られていないという課題があります。そこで時宜に応じた観光
情報の提供やパンフレット作り等を、エリア内の事業者等と連携して⾏
うことで、訪問回数の増加や回遊性の向上につなげます。 

また、表丹沢公式ホームページ「ＯＭＯＴＡＮ」やＳＮＳ等を通じた
情報発信を⾏うほか、はだのふるさと⼤使※26やインフルエンサー等を
活⽤したＰＲ動画の作成等を⾏うなど、観光情報の充実とその提供の多
チャンネル化を図ります。 

さらに、表丹沢の情報発信拠点である表丹沢野外活動センターや、⽥
原ふるさと公園などの周辺施設との連携を図るとともに、伊勢原市や厚
⽊市、清川村等の近隣⾃治体や県及び交通事業者などで組織している丹
沢⼤⼭観光キャンペーン推進協議会などの協議会と連携し、イベントの
開催や広域の観光パンフレットの作成など、⼀体的なＰＲを⾏います。 

主  体 秦野市、関係⾃治体、市⺠・活動団体、⺠間事業者 

実施計画 R５年度 R６年度 R７年度 主な関連計画 
◎ ⇒ ⇒ 秦野市観光振興基本計画 

数値⽬標 
指標 現状値 

(令和４年度) 
⽬標値 

(令和７年度) 

エリア内に関連したPR動画の再⽣回
数 ２７万 ３０万 

施策の背景とな
るヒアリングや
ワークショップ
での主な意⾒等 

・ 広域でパンフレットを作成するなど、伊勢原市や厚⽊市などの近隣
⾃治体との連携が深まるともっと魅⼒が出てくるのではないか。 

・ 観光客に近辺で他に回るところがないかよく聞かれる。情報発信が
⾜りていないと思う。⾃分で発⾒した楽しいスポット等を Instagram
でタグ付けすると地図上にプロットされたり、周りの⼈も利⽤できた
りすると⾯⽩い。     

 

 
※26   はだのふるさと⼤使：本市にゆかりがあり、様々な分野で活躍している著名⼈を通じて、本市に関する情報を発信し、市のイメージアップを図

ることを⽬的に設置された⼤使。 
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 施策2  マナー等の情報発信の充実  

取組内容 

本エリアは、登⼭者やサイクリスト、トレイルランナーなどが多く、
⼀部のマナーの悪い利⽤者の⾏動により、地域住⺠や来訪者、エリアの
環境の安全を脅かしかねません。貴重な⾃然を守り、地域住⺠と来訪者
が良好な関係を築いていくためのマナー等の徹底などの対策が必要で
す。 

そのため、関係機関や⺠間事業者等と連携して⾃転⾞と歩⾏者・⾃動
⾞の共存を⽬指し、⾃転⾞の安全⾛⾏の遵守を⽬的とした啓発やマナー
アップ活動を実施します。 

また、不法投棄を未然に防⽌するための啓発看板を設置するほか、安
全登⼭のための⼼得や国定公園を楽しく利⽤するためのマナー（登⼭道
をはずれない、トイレマナー、ゴミの持ち帰りなど）等の効果的な周
知・啓発活動を継続的に⾏います。 

主  体 秦野市、神奈川県、関係⾃治体、市⺠・活動団体、⺠間事業者 

実施計画 

R５年度 R６年度 R７年度 主な関連計画 

◎ ⇒ ⇒ 
秦野市交通安全計画 
秦野市観光振興基本計画 
秦野市ごみ処理基本計画 

数値⽬標 指標 現状値 
(令和４年度) 

⽬標値 
(令和７年度) 

啓発イベント等の開催数（年間） ３ ３ 

施策の背景とな
るヒアリングや
ワークショップ
での主な意⾒等 

・ 来訪者（⾃転⾞、⾞、登⼭の歩⾏者等）の道路マナーや、⼤型ごみ
の不法投棄、ゴミのポイ捨てが問題。 

・ 蓑⽑地区の道路はサイクリストも多く利⽤するが、地元の⽅と交流
や意⾒交換をする機会は今まであまりなく、お互いに顔を合わせる取
組みなどは⾏われていなかった。そのため、地元の⽅が抱えている不
安や課題を、サイクリストにどうしたら理解してもらえ、お互いに相
⼿を思い合った⾏動につなげられるかが⼤切だと思い、取り組んでい
きたいと思っている。 

・ ゴミの持ち帰りや環境に良いこと、⾃然を守る⾏動をするように啓
発することが重要。 

・ ⻑野県と新潟県の境にある信越トレイルでは、「信越トレイルトレ
ッキングルール」を定め、トレイル内を歩く、ゴミは全部持ち帰る、
表⽰された決まりを守る等のルールを整えている。 
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第４章 計画を実現するために 

１ 推進体制 
本エリアの魅⼒をより⼀層⾼めていくためには、市⺠や活動団体、来訪者、⺠間事業者、⾏

政の各主体の役割を明確にした上で、各主体の役割に応じた連携・協働の取組みが重要となり
ます。各施策において、必要に応じてプロジェクト組織等の体制づくりを⾏いながら、取組み
を推進していきます。 

 
(1) ⾏政の役割 

本市は、上位計画や本計画に基づく施策を円滑に進めるために、滞在環境や道路環境の充
実などのほか、市⺠や活動団体、⺠間事業者の活動をサポートするために、⼈材育成や事業
推進のための⽀援等を検討します。また、これらの取組みは、地域住⺠や地権者等の理解と
協⼒を得ながら進めます。 

また、関係部局間での連携を図るほか、国や県をはじめ、関係市町村や市⺠、⺠間事業者
などとの協働による取組みや各種調整を⾏うとともに、効果的な情報発信を進めます。 

 
(2) 市⺠及び活動団体の役割 

市⺠及び活動団体は、本計画が実現することにより、地域の魅⼒や⽣活の質の向上につな
がることを認識し、⽇常の暮らしや地域の活動への主体的な参加を通して、地域資源や地域
内外の⼈材に触れる機会を増やすことで、⼀⼈ひとりが地域に誇りと愛着を持つとともに、
「ホスピタリティの⼼」を持って来訪者を温かく迎えるよう努めます。 

また、⾏政や⺠間事業者と連携しながら、地域の⽂化・伝統の継承に協⼒するとともに、
来訪者が快適かつ安全に楽しむことができる地域づくりや景観づくりへ積極的に参加し、⾃
らが地域の魅⼒を発信することで、それらの魅⼒を次世代へとつなげていきます。 

 
(3) ⺠間事業者の役割 

秦野市観光協会及び秦野市森林組合、観光事業者、交通事業者等の⺠間事業者は、地域産
業の担い⼿として、市⺠や活動団体、⾏政と連携しながら、積極的に地域資源を発掘し、磨
き、つなげていくことで、地域の魅⼒を向上させる取組みを進めます。 

また、⾃らの事業活動において、⾃然や景観、歴史⽂化など、地域が持つ資源を損なうこ
とのないよう、環境保全活動等に協⼒します。 

 
(4) 来訪者の役割 

地域の環境をより良い状態で次世代へとつなげていくには、地域内だけではなく、来訪者
の協⼒が⽋かせません。来訪者の⼀⼈ひとりが、本市の魅⼒を理解し、マナーを守るととも
に、ゴミの持ち帰りや清掃等、環境保全の取組みに努めます。 
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２ 進⾏管理の考え⽅（ＰＤＣＡ） 
本計画は、表丹沢魅⼒づくり構想のアクションプランであることから、上位計画との整合性

を図りながら、コンセプトの実現のため、本計画に掲げた具体的な施策を進めていきます。 
年度ごとに各施策の振り返りと進捗状況の確認を⾏うことで、事業・活動の成果と課題を明
確化するとともに、達成できなかった施策については、その要因や問題点を分析し、その後の
施策に反映させていきます。 

また、新型コロナウイルス感染症の世界的流⾏が依然として影響を及ぼしていることや、世
界的な燃料価格の上昇など、ライフスタイルや社会⽣活に変化を及ぼす可能性のある現象が起
きています。本計画についても、各施策の成果や進捗を踏まえるとともに、様々な社会変化等
に対して柔軟かつ的確に対応するため、必要に応じて⾒直しを図ります。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  



 

 

 

  




